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令和６年(2024年) 松本地域 県政おもなできごと
松本地域振興局・松本空港管理事務所・犀川安曇野流域下水道事務所・松本保健福祉事務所・松本建設事務所・安曇野建設事務所

  令和６年を振り返り、松本地域のおもなできごとを選定しました。

  松本地域の各種事業や行事が着々と進捗し、実りと彩り豊かな一年となりました。

月 内     容

１月

安曇野市明科潮沢地籍では、平成19年に幅200m⻑さ250mの⼤規模
な地すべりが発生しました。押出した土砂により下流小芹沢が閉塞
し、早急な対策が必要となりました。本復旧工事は、翌平成20年か
ら実施され、おおむね17年の⻑期にわたり工事が実施され、今年１
月に完了しました。
                   <松本地域振興局林務課>

【地すべり対策工事箇所全景】

3月

松本市の農業法人「かまくらや」は、松本市や安曇野市で地域の深
刻な課題となっている耕作放棄地などを活用してそばの二期作に取
り組み、生産量の向上につなげたことが認められ、「個別経営の
部」で⼤賞に選ばれました。
また、９月には松本市の今井貫至さんが、第57回うまいものくだも
のコンクール りんご（シナノスイート）の部で農賃水産省農産園
芸局⻑賞を受賞しました。
さらに、11月にはレッドハウスファニチャー（塩尻市）が地域の木
工製品として開発した「KOLMIOコルミオ」がウッドデザイン⼤賞
2024において、ハートフルデザイン部門の優秀賞（林野庁⻑官賞）
を受賞しました。
猛暑日が続いた今年の夏は、松本地域の特産品であるスイカの出荷
販売が好調で、販売額は30億5,570万円で過去最高となりました。
     ＜松本農業農村支援センター・松本地域振興局林務課＞ 【日本農業賞「大賞」を受賞した「かまくらや」の皆さん】

安曇野市明科「⻑久保」の地すべり対策工事が完了

地域農業への貢献が認められ、第53回日本農業賞において大賞を受賞

3月

Ｊ３松本山雅のホームスタジアムである「サンプロアルウィン」照
明設備のLED化改修を行いました。省電力化が図られるとともに、
まぶしさ（グレア）の低減、光害の抑制、瞬時点灯等が出来るよう
になり、カラー照明、ムービングライトによって演出機能も備わり
ました。
                     ＜松本建設事務所＞ 【サンプロアルウィン照明設備点灯】

3月

松本市波田地域では、集中豪雨等による農業用水路からの農地や住
宅地への溢水被害を防止するため、約３㎞の排水路工事を行ってい
ます。
このうち、国道158号や松本電鉄上高地線の地下を通過する排水トン
ネル工事（L=848m）が、約3年の歳月をかけ３月に無事完了しまし
た。引き続き、住⺠生活の安全確保と農業生産性の向上を図るた
め、令和８年度の完成を目指して工事を進めます。
また、４月には令和元年度から実施してきた洗馬妙義地区(塩尻市）
で整備した畑地かんがい施設の芦ノ田揚水機場が完成し、通水式典
が執り行われました。
さらに、６月には令和元年度から朝日村で実施してきた小野沢地区
くりあげ場工区の区画整理工事が完成し、竣工式が開催されまし
た。
                ＜松本地域振興局農地整備課＞ 【完了した排水トンネル】

サンプロアルウィン照明設備LED化が完成

県営かんがい排水事業梓川右岸地区の排水トンネル工事が完了

選
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月 内     容

５月
県では安曇野市との協働建替事業により県営住宅アルプス団地の建
替事業を2016年度から実施しています。この度最終棟の７号棟と集
会所が完成しました。
                     ＜松本建設事務所＞

【左：7号棟、右：集会所】

７月

信州まつもと空港が、ジェット機就航可能な空港となってから今年
で30周年を迎えたことから、阿部知事をはじめ関係者出席のもと記
念セレモニーを開催しました。
また、9月には、松本地域３市５村ならではの魅力あふれる特産品を
販売するマルシェを空港ターミナルビル前広場で開催しました。
10月には、福岡県福岡市で開催された「RKBカラフルフェスティバ
ル2024」に参加し、松本地域のワイン・伝統工芸品と定期就航便の
PRを行いました。
11月には、神⼾便利用率の向上のため、兵庫県加古川市のニッケ
パークタウンにて「まるごと信州フェア」を開催しました。
          ＜松本地域振興局企画振興課・商工観光課＞
                   ＜松本空港管理事務所＞ 【セレモニーの様子(上）フォトスポット(下）】

アクアピア安曇野で排出される下水汚泥が、5月10日付で農林水産省
に汚泥肥料として登録されました。登録名は『アクアピア１号』で
す。肥料としての効果や安全性の検証を南安曇農業高校と協働で
行っています。
また、南安曇農業高校は、農業高校の甲子園と称される「日本学校
農業クラブ全国⼤会」において、「下水道汚泥肥料化事業」を発表
し、優秀賞を受賞しました。
               ＜犀川安曇野流域下水道事務所＞ 【アクアピア1号と栽培試験している稲】

5月

６月
6月8日にやまびこドームで松本圏域障がい者スポーツ⼤会を開催し
ました。選手や学生ボランティアなど約350名が集まり、フライング
ディスクなどのニュースポーツやラッキーロープなどのレクリエー
ションを楽しみました。
                                             ＜松本保健福祉事務所＞

【ニュースポーツやレクレーションを体験】

信州まつもと空港 ジェット化開港30周年記念セレモニーを開催

下水汚泥が『アクアピア１号』として肥料登録

県営住宅アルプス団地の７号棟と集会所が完成

松本圏域障がい者スポーツ大会を開催

８月

平成29年度から事業を進めている国道158号の松本市狸平地区の道路
改良工事において、令和4年6月から掘削を始めたトンネル（全⻑
1,060m）が貫通し、8月23日に貫通式が行われました。今後は、橋
梁工事等を進め、早期供用開始を目指します。
また、11月には、小学生と保護者を対象とした親子見学会も開催し
ました。
                     ＜松本建設事務所＞

【R6.8.23狸平トンネル貫通式】

国道158号松本市狸平トンネルが貫通



（別紙）

月 内     容

通年

利便性向上のための道路工事など、管内⼤型事業が、完成に向け、着実に進捗しています。

                                                                                      <安曇野建設事務所>

通年

人口戦略策定に向けた関係者との意見交換会や「松本⼤北地域 出産・子育て安心ネットワーク協議会」による
出産・子育て講座の開催など、県政の重要施策を着実に推進しています。

       <松本地域振興局企画振興課、環境・廃棄物対策課、松本保健福祉事務所、安曇野建設事務所>

地域の利便性向上等のための管内大型事業が着々と進捗

人口減少対策など重要施策の取組を着実に推進

11月

松本地域振興局管内では、人とツキノワグマとの棲み分けによる共
存を目指し、クマの地域区分（ゾーニング）の導入を推進していま
す。今年度、県内で初めて山形村が地域区分を導入したほか、朝日
村でも導入を進めています。市街地等へクマが出没した場合を想定
した机上及び実地訓練も、県内で初めて山形村と朝日村共同で実施
しました。
また、６月には松本市梓川上丸田地区において住⺠主体とする「サ
ル対策電気柵設置研修会」が実施されるなど、鳥獣被害について、
地域ぐるみで対策に向けた機運が高まっています。
     ＜松本地域振興局林務課、松本農業農村支援センター＞

【朝日村役場で実施した机上訓練】

県内初 ツキノワグマ地域区分導入と市街地出没対応訓練の実施

９月

朝日村では、令和６年６月28日に交通死亡事故のない期間7,000日
（平成17年４月29日から）を達成しました。
⻑野県交通安全運動推進本部（本部⻑：⻑野県知事）では、この功
績を称え、９月24日に朝日村役場で開催された令和６年「秋の全国
交通安全運動」交通指導所開所式において朝日村⻑に対し、同本部
顕彰（市町村顕彰）を松本地域振興局⻑から伝達しました。
この記録は11月末現在も継続中であり、県内77市町村のうち４番目
に⻑い記録です。
また、２月には山形村が、10月には麻績村が交通死亡事故のない期
間2,000日を達成しています。
                ＜松本地域振興局総務管理課＞

【本部顕彰伝達 朝日村⻑(右）と地域振興局⻑(左）】

朝日村が交通死亡事故のない期間7,000日を達成

⼀級河川⿊沢川
⿊沢調節池工事

松本糸魚川連絡道路「安曇野道路」
安曇野北IC(仮称)イメージ図

県道小岩岳穂高(停)線
「富田橋」架け替え工事

ゲストの丸山桂里奈さんと
聞き手の片山真人さん意見交換会の様子 食品ロス削減街頭啓発活動 学生向け防災・キャリア教育


